様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１）
警　察　署　協　議　会　会　議　録
筑後警察署協議会
	
	開催年月日時
	　令和４年４月２８日　午後４時００分　から
　令和４年４月２８日　午後５時３０分　まで
	

	
	
	
	

	
	 eq \o\ad(開催場所,　　　　　　　)
	  筑後警察署３階大会議室
	

	
	 eq \o\ad(出席者,　　　　　　　)
	警察署協議会
	会長以下９名
	

	
	
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(警察署,　　　　　　　)
	署長、副署長、総務課長、会計課長、生活安全課長、刑事課長、交通課長、警備課長、大川警部交番所長
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　)
	

	
	　
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	                                                                                        
	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　　)
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　　)

	【報告事項に対する質疑応答】
　○　委員から「会長から説明された『まっ太フォン』の普及率はどの程度か。」
旨の質疑があり、生活安全課長が「数は把握していないが、現在、家電量販店などと協力して普及促進を行っている。また、自治体等へ補助金などの働き掛けを実施していきたいと思っている。」旨回答した。
　○　委員から「全国的に防犯カメラが普及しているが、どこが設置しているの
か。」旨の質疑があり、署長が「場所によって設置者は違うものである。市などの自治体が設置している所もあれば、タクシー乗り場などはタクシー協会が、商店街などは商店街組合が設置している所もある。」旨回答した。
　○　委員から「万引きは高齢者が多いとの報告であったが認知症と関係はある
のか。」旨の質疑があり、署長が「認知症かもしれないという方が居られるのは事実である。」旨回答した。
　〇　委員から「八丁牟田駅など無人駅が増えてきているが防犯活動などはどの
ようになっているか。」旨の質疑があり、署長が「各駅の警戒は現在もやっているが、２４時間張り付くことは困難である。防犯対策には、個人が防犯ブザーや携帯電話を持つ『自助』、隣近所などコミュニティによる声掛けの『共助』、行政の取組、警察によるパトロール等による『公助』が必要だと考えている。」旨回答した。
　〇　委員から「電話による詐欺の被害の報告があったが、メールによる詐欺被害はあるのか。」旨の質疑があり、署長が「メールなどＳＮＳ環境を利用した詐欺の相談も多数あり、被害も発生している。関係のないメール・心当たりのないメールは無視して削除するのが一番であるが、身に覚えがないカード利用があるなどの相談に対しては、カード会社への連絡をしたり、アドレスやアカウントの変更等を教示するなどして対応しているところである。」旨回答した。



	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　　)

	【議題】（生活安全課長）
　特殊詐欺の手口と被害防止策について
　ニセ電話詐欺の現状と最近の傾向

　　　県警察の取組（電話機対策の推進）
【議題に対する質疑応答】
○　委員から「オレオレ詐欺を始めとするニセ電話詐欺などには暴力団が絡んでいるのか。予防策の話があったが、検挙することが大事なのではないか。」旨の質疑があり、署長が「この種の犯罪は暴力団の関与もうかがわれる。実際に捜査を尽くし検挙もしているが、被害者を出さない対策も重要で、予防と検挙を両輪にした対策を進めている。」旨回答した。
〇　委員から「地域の高齢者に一番詳しいのは民生委員である。大木町でも民生委員協議会と警察の連携をお願いしたい。その際、民生委員に対して警察からしか聞けない情報の提供をお願いしたい。」旨の意見があり、生活安全課長が「警察としても是非連携をお願いしたい。」旨回答した。
　　さらに署長が「現在、交番・駐在所に対し、民生委員一人一人と顔の見える関係を作り、積極的に情報提供を指示している。」旨回答した。
〇　委員から「交番に長く居られた方が異動された。この方は地域のことをよく理解されていた。警察官が同じ交番の勤務を希望するのであれば、できるだけ長く同じ交番に居てもらいたい。」旨の意見があり、署長が「今の交番員もその方に負けないようにしっかり頑張るように指示している。」旨回答した。
【閉会】

以上で、第２回筑後警察署協議会を閉会する。


【開会】





【会長挨拶（要旨）】　


　〇　春は名ばかりで、いきなり夏が来たような気候であるが、身体に気を付けて


活動をよろしくお願いする。


　○　人事異動があり、新たに筑後警察署に着任された方もいるので、今後とも皆


さんの指導の下、一緒によろしくお願いする。





【署長挨拶（要旨）】


〇　本日は誠意をもって対応させていただくので、忌憚のない御意見をお願いす


る。





【幹部紹介】（転入者）





【警察署協議会会長連絡会議の結果について】（会長）


　１　令和４年の福岡県警察三大重点目標について


　　　暴力団の壊滅・飲酒運転の撲滅・性犯罪の根絶


　　が昨年同様、三大重点目標となっている。


　２　重点目標について


　　　ニセ電話詐欺の予防・検挙


　　　ストーカー・DV・児童虐待等への的確な対処


サイバー犯罪・薬物事犯の対策の強化


　　　重要凶悪事件の徹底検挙


　　　子供・高齢者等の交通事故の抑止


　　　テロの未然防止と災害対策の強化


　　　社会の変化に適応する警察基盤の強化


　　が、今年の重点目標となっているので、把握をお願いする。








　３　各協議会の活動報告について


○　行橋警察署ウェブで協議会を開催した県内初事例


　　○　小郡警察署がニセ電話詐欺被害防止対策で協議会が主体となり、寄附金を


募り、その寄附金で「まっ太フォン」を購入し高齢者宅に配布設置した事例


の二例が印象に残り、当協議会の今後の活動にいかせたらと思い紹介する。





【報告事項等】（署長）


　１　令和３年中の治安情勢（県下及び管内）


　　　刑法犯認知件数・検挙件数


　　　交通事故発生件数・交通死者数





　２　県警「三大重点目標」関連犯罪の検挙状況（県下及び管内）


　　　暴力団の壊滅


　　　・　暴力団構成員等の検挙人員等


　　　飲酒運転の撲滅


　　　・　飲酒運転の検挙人員等


　　　性犯罪の根絶


　　　・　性犯罪の認知件数等





　３　管内における主な事件、事故の特徴等


　　　ニセ電話詐欺


　　　・　発生件数等


　　　・　還付金詐欺の特徴、手口等


　　　ＤＶ・ストーカー事案


　　　・　認知件数等


　　　児童虐待事案


・　認知件数等


⑷　高齢者関連の交通事故


　　　・　発生件数等





　４　管内における主な事件検挙





　５　令和４年　安全安心に向けた当署の主な取組





６　警察署活動トピックスの紹介　　








